
 

２０１４年１月２０日発行 

各支部総会・校友会(同窓会･後援会･白鴎会各会員を含みます)日程（予定） 

 …詳細は各担当事務局・または校友課へ… 

2013.12.26現在 

1.  ２月 １日 （土） 同窓会宗谷地区会（予定） 

2.  ２月 ７日 （金） 同窓会十勝支部総会（予定） 

3.  ２月１１日 （祝） 同窓会役員会 

校友会館 

4.  ２月１６日 （日） 学園校友会中部ブロック合同懇談会 

ホテルリソル岐阜 

5.  ２月２１日 （金） 18：00同窓会神奈川中央支部総会 

厚木商工会議所 
6.  ２月２２日 （土） 同窓会北海道ブロック総会 

7.  ２月２２日 （土） 同窓会富山支部旬の魚を食べる会 

氷見 

8.  ３月 １日 （土） 学園校友会四国ブロック合同懇談会 

13：00ホテルリーガゼスト高松 

9.  ３月 ２日 （日） 学園校友会九州ブロック合同懇談会 

13：00博多都ホテル 

10.  ３月 ８日 （土） 兵庫県校友会山下泰裕先生講演会 

ANAクラウンプラザ神戸 

11.  ３月 ８日 （土） 同窓会三多摩支部総会 

15：00望星学塾 

12.  ３月 ８日 （土） 同窓会茨城支部総会 

17：00三の丸ホテル 

13.  ３月１４日 （金） 同窓会横浜支部総会 

19：00横浜ベイシェラトンホテル 

14.  ３月１５日 （土） 学園校友会中国ブロック合同懇談会 

14：00ホテル一畑 

 

東海大学ネットをご活用ください 

・生涯メールアドレス（転送専用）の利用 

・登録会員に対する情報の登録・公開、会員の検索とメッセージ送信 

・詳細は以下のURLを参照ください。 

http://www.u-tokai.ac.jp/graduation/t_net/index.html 
 

提携協力店募集のお知らせ 
 
東海カードでご利用頂ける独自の協力店は、会員の皆様のご協力により全国

の店舗・施設でご利用いただけます。 

 東海カードをより価値あるものにするために、引き続き皆様に協力店の募

集をお願いしております。詳細は同窓会事務局までご連絡をお願いします。 

 
インターネットホームページについて 
URL：http://www.kouyu.tokai.ac.jp/ (校友会) 

http://www.kouyu.tokai.ac.jp/kouenkai/（後援会)  
http://www.kouyu.tokai.ac.jp/dousoukai/（同窓会） 
 

 同窓会・校友会・後援会ではホームページを開設しております。会員の皆

様からの情報をもとに内容を充実させていきたいと考えておりますので、ご

意見・ご希望をお寄せ下さい。事務局までお気軽にお願いいたします。 

 
 
 
 



 

東海大学新聞掲載記事（2013.12.1号） 

 

目指すは本戦でのシード権 
箱根駅伝への道 

5区山登りが勝負の分け目 宮上選手が〝山の神”に名乗り 

 

来年1月2、3日に開催される東京箱根間往復大学駅伝競走。順天堂大学・

今井正人選手(トヨタ自動車九州)や、東洋大学・柏原竜二選手(富士通)

が5区で演じた大逆転劇は記憶に新しい。山を制する者が箱根を制す―

―東海大の“山の神”を追った。 

陸上競技部駅伝チームにもかつて、山のスペシャリストがいた。1999年

1月、ルーキーながら当時の区間新記録をたたき出し、東海大史上初の5

区区間賞に輝いた柴田真一選手(体育学部卒)だ。現在運送業に従事する

柴田選手は、当時を懐かしみながらこう振り返る。「タスキを受けた時

点で3位。まさかそんなに早く来るとは思っていなかった。後ろも迫っ

ていたので、抜かれ役になるのか……と思いながらスタートしました

(笑)」。しかし抜かれるどころか後続は現れず、一人旅のまま3位でゴ

ールした。 

翌年も5区を走り、チームを6位から2位まで押し上げて2年連続の区

間新記録。本紙2000年1月20日号に『大粒のひょうが降る中』とある

とおり、天候との戦いも5区が難所といわれるゆえんだ。柴田選手は、

「この年は1万メートルで自己ベストを更新するなど調子がよかった。

登りは適性も必要ですが、どんな状況でも恐れず、自分の走りをするこ

とが大切」と語る。 

 03年に中井祥太選手(同)が柴田選手の記録を更新して以来、東海大に

“山の神”は現れていない。さらに06年には中継所が小田原方面に2・

5キロ移動し、現在は高低差約864メートル、距離は5区間最長の23・4

キロにも及ぶなど難易度はより上がっている。 

今年度、そんな5区の候補に挙げられている選手がいる。宮上翔太選手

(体育学部2年)は湘南校舎に近いヤビツ峠や弘法山での練習でも「表情

が変わらず、淡々と走る。タイムは群を抜いて速い」と小池翔太主務(同

4年)が証言する。今夏の合宿でも約16キロの山道を全力で登るなど、

別メニューを積んできた。柴田選手も宮上選手も全国高校駅伝を2度走

った実力の持ち主だが、もともと山に特化した練習をしてきてはいない。

共通するのは、「大学に入って練習で登りを走ってみたら、たまたまい

いタイムが出た」という言葉。苦手意識を持たずに臨むことが、何より

の秘訣なのかもしれない。 

宮上選手は予選会こそけがで欠場したものの、11月17日の上尾ハーフ

ではチームトップの62分台をマークするなど調子は上向き。「本戦では

任された区間をしっかりと、楽しんで走りたい」 
 

 

 

東海大学校友会（後援会・白鴎会・同窓会）事務局 

     東海大学事務部校友課 

     〒 259-1292 平塚市北金目４－１－１ 

     TEL 0463-58-1211（内 2385） 

     E-mail koyukai@tokai.ac.jp 




